
最低保障年金制度の実現を求める請願

9… ふじみ野市議会だより第10号〔2008年３月定例会〕

　格差と貧困が増大する中、保険料を払えない、無年金者が増えてい

ます。受給額も少なく、公的年金はその役割を果たせなくなっている

との理由から、意見書の採択を求める請願が出されました。

　最低保障年金の財源には、税金を充てるべきであるということで

は、討論で一致しつつも、添付されている意見書に、財源確保におい

て「消費税によらない」との表現が入っているなどの点で意見が分か

れ、賛成少数で不採択となりました。
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「義務教育就学児ま

での医療費無料化

を求める」など

４件の意見書を

採択

　今定例会では会派間で合意を得て、

次の４件の意見書が全会一致で採択

され、ふじみ野市議会の総意とし政

府関係機関に送付しました。

　４件の意見書の概要は次のとおり

です。

１、食の安全確保を求める

　冷凍ギョーザ問題を機に、食の安

全に関する仕組みを検討。あわせて、

輸入食品の検疫検査の強化を求める。

２、非正規労働者の安定した雇用を
　　求める

　正規雇用の促進・強化を図るとと

もに、労働者派遣制度を見直し、非正

規労働者の安定した雇用と処遇均衡

を求める。

３、義務教育就学児までの医療費無
　　料化を求める

　子どもの健康を守るとともに、安

心して子どもを生み育てられる社会

にするために、義務教育就学児まで

を対象とした医療費無料化制度の早

期実現を求める。

４、介護労働者の待遇改善を求める

　平均を大きく下回っている給与水

準の是正、福祉・介護を担う人材の確

保など、介護労働者の待遇改善のた

めの総合的な取り組みを求める。
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